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研究要旨 

多能性幹細胞を未分化培養状態で長期間培養すると染色体構造異常が高頻

度で出現するので、それを迅速に検査できるシステムの構築が必要である。ま

た検出された変異の意味づけを有意なものにするため、染色体異常と発癌との

関係、ヒト癌データベースとの照合も必要である。 

 

H26年度は、先端医療振興財団で樹立されたiPS細胞や分化神経幹細胞を用

いた解析を行った。custom made CGH arrayのdesignが完成し、その試作品の

機能解析を行った。今後は迅速に検査結果が判明するmulticolor BAND (mBAN

D)やFISH解析と合わせて、総合的に染色体の検査が実施できる基盤を構築し

た。  
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